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ブルゴーニュ
第1話 プロフィール
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まず数字をチェックしよう
P.570右

•ブルゴーニュ全体で約200万hℓ 
•フランス全体約4,600万hℓのだいたい5% 
•ボルドー約420万hリットルのだいたい半分 
•大きく2つの地区に分けられる 
•北のボージョレ地区以外で7割（こちらは白が60%） 
•南のボージョレ地区で残り3割（こちらはほぼ全て赤） 

•ほぼ全てがAOCワイン 
•AOC数: 約80個（ボルドーのだいたい2倍の数、小さなAOCが数多くある）
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主要品種
P.570右

•原則として単独品種（P.568左中） 
•白 
•シャルドネ（51%） 
•アリゴテ（6%） 

•赤 
•ピノ・ノワール（40%） 
•ガメ（南端にあるボージョレ地区の98%）

出典: Le Petit Robert
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勉強のポイント
ブルゴーニュのポイントは村と畑を覚える

•ボルドーで覚える事 
•産地（AOC ≒ 村） 
•格付け（シャトー） 
•ブルゴーニュで覚える事 
•産地（AOC ≒ 村） 
•格付け（畑）

5

2026年4月 ワインスクール山崎塾 講師 山崎和夫

ブルゴーニュ
第2話 生産地区の概要
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1. シャブリ P.572 
冷涼、白、重要度B 

2. コート・ド・ニュイ P.575 
高級赤、重要度A 

3. コート・ド・ボーヌ P.581 
高級白（赤も生産）、重要度A 

4. コート・シャロネーズ P.590 
赤白（一部アリゴテ） 

5. マコネ P.592 
白（80%） 

6. ボージョレ P.594  
赤（ガメ）、重要度B

P.568地図

コート・ドールという→
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例題: 下記の説明に合致するブルゴーニュ地方の生産地区を選択してください。「生産
量の約80%がシャルドネから造られる白ワインで、ブルゴーニュの中では気軽に楽しめ
る白ワインとして人気が高い。ピノ・ノワールとガメから赤ワインも生産されてい
る。」 

1. シャブリ地区 

2. マコネ地区 

3. コート・ド・ボーヌ地区 

4. ボージョレ地区 

正解: 2（P.592右）
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ブルゴーニュ
第3話 AOCの概要
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グラン・クリュ 
特級畑グラン・クリュ（畑名のみ表示）

プルミエ・クリュ（畑名 + 村名表示）

村名

地区名

地方名

コミュナル 
村名

レジオナル 
地方名

P.571左 
ブルゴーニュの 
AOCシステム
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AOC一覧表
P.597 資料編、この表がブルゴーニュの勉強の全て

•表A → 全域 
•表B、C → シャブリ 
•表D → コート・ド・ニュイ 
•表E → コート・ド・ボーヌ 
•表F、G → コート・シャロネーズ 
•表H → マコネ 
•表I → ボージョレ 

•R	 赤 
r	 ロゼ 
B	 白
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ブルゴーニュ
第4話 シャブリ地区
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シャブリ地区のプロフィール
P.572～ パリ、ディジョン間に飛び地のように位置する最北の生産地区

•シャルドネから造られる辛口白ワインの産地 
•ヨンヌ県、オーセール市 
•シャブリ村を流れるスラン川 
•ジュラ期後期のキンメリッジアン土壌、小さな牡蠣の化石 
•この土壌がミネラル感のある爽やかな白ワインを生む
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シャブリ・グラン・クリュ（7畑）

プティ・シャブリ

シャブリ・プルミエ・クリュ（40畑)

シャブリ

シャブリ地区の 
AOCの階層構造 

P.597 資料編 表C 
P.573～ 本文
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7つのグラン・クリュは覚える
P.574 地図、西から東へ BLVGVLB

•2 Bougros 
•5 (Les) Preuses 
•7 Vaudésir 
•4 Grenouilles 
•6 Valmur 
•3 Les Clos 
•1 Blanchot

この間に非公式の畑 
La Moutonne P.574左下

面積最大、最良のワインができる畑
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例題: 次の地図上で3番の特級畑名をカタカナで入力して
ください。 

正解: レ・クロ
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この地区には変わったAOCが2つある
P.597 資料編 表C、解説はP.575左

•イランシー 
•この地区唯一の赤、ピノ・ノワール 
•サン・ブリ 
•ブルゴーニュでは珍しいソーヴィニョン・ブラン 
そのためか、この付近にはシェーヴル・チーズを生産する農家が多数ある
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ブルゴーニュ
第5話 コート・ド・ニュイ地区のAOC
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P.597 資料編 表D 上から順に 

1. マルサネ 

2. フィサン 

3. ジュヴレ・シャンベルタン 

4. モレ・サン・ドニ 

5. シャンボール・ミュジニ 

6. ヴージョ 

7. ヴォーヌ・ロマネ 

8. ニュイ・サン・ジョルジュ

6
7
8

面積最大→

解説はP.575～
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まず8村をきっちりと覚えるのが基本
P.597 資料編 表D

•各村の並びを北から順に覚える 
•各村の生産可能色 
•マルサネのみロゼあり 
•そこから下は「赤白」「赤のみ」が交互に
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例題: 次の中からブルゴーニュ地方のAOCワインの産地を北から南の順序で正しく並べ
たものを選択してください。 

1. Marsannay, Gevrey-Chambertin, Pommard, Meursault 

2. Gevrey-Chambertin, Marsannay, Meursault, Pommard 

3. Meursault, Gevrey-Chambertin, Marsannay, Irancy 

4. Meursault, Vosne-Romanée, Gevrey-Chambertin, Irancy 

正解: 1
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例題: 次の中からブルゴーニュ地方のAOCワイン Fixin が生産することができるワイン
の種類を選択してください。 

1. 赤・白・ロゼワイン 

2. 白ワインのみ 

3. 赤ワインのみ 

4. 赤・白ワイン 

正解: 4
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ブルゴーニュ
第6話 コート・ド・ニュイ地区のグラン・クリュ
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グラン・クリュとは
P.571左 AOCシステム、P.597 資料編 表D グラン・クリュ

•ブルゴーニュ地方で最良の畑、その村を代表する高級ワイン 
•畑名だけで一つのAOCとなる（村名表記不要） 
•ブルゴーニュ全体で33個ある 
•シャブリ・グラン・クリュ 1個（畑は7個）	 資料編 表C 

•コート・ド・ニュイ 24個	 	 	 資料編 表D 

•コート・ド・ボーヌ 8個	 	 	 資料編 表E
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属する村と色を覚えるのが基本
P.597 資料編 表D コート・ド・ニュイ地区のグラン・クリュ

•グラン・クリュの名前はカタカナで覚える 
•どの村に属するか 
•ボンヌ・マールに注意（畑が2村にまたがる） 
•生産可能色 
•ミュジニに注意（村名AOCと色が異なる！） 
•村名AOCの生産可能色 	 = プルミエ・クリュ	（必ず同じ） 
	 	 	 	 ≠ グラン・クリュ	 （同じとは限らない） 

•面積最大はクロ・ド・ヴージョ、最小はラ・ロマネ
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例題: 次の中からブルゴーニュ地方のグランクリュ Clos des Lambrays が属する村名
を選択してください。 

1. Aloxe-Corton村 

2. Vougeot村 

3. Chassagne-Montrachet村 

4. Morey-Saint-Denis村 

正解: 4（P.597 資料編 表D）
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例題: 次の中からブルゴーニュ地方のグランクリュ Musigny が生産することができる
ワインの種類を選択してください。 

1. 白ワインのみ 

2. 赤・白ワイン 

3. 赤ワインのみ 

4. 赤・白・ロゼワイン 

正解: 2（P.597 資料編 表D）
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例題: 次の中からブルゴーニュ地方のグランクリュを北から南の順序で正しく並べたも
のを選択してください。 

1. Bonnes-Mares, Clos Saint-Denis, Grands Echézeaux, Mazis-Chambertin 

2. Mazis-Chambertin, Grands Echézeaux, Charmes-Chambertin, Clos Saint-
Denis 

3. La Tâche, Clos Saint-Denis, Charmes-Chambertin, Mazis-Chambertin 

4. Mazis-Chambertin, Charmes-Chambertin, Clos Saint-Denis, Richebourg 

正解: 4（P.577地図、P.578地図、P.579地図）
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